
5）各診療科における医師の人数・勤務実績等  

図表】30 各診療科における常勤医師数の変化  

図表132 各診療葦引こおける常勤医師】人あたり月平均残業時間の変化  
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図表13】各診療科における非常勤医師数の変化  
図表133 各診療科における非常勤医師1人あたり月平均残業時聞の変化   
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図表134 各診療科における医師1人あたり月平均当直回数の変化  図表136 各診療科における医師の退職者数  
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図表135 各診療科における連続当直をした医師の延べ人数  
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6）各診療科における医師の勤務負担軽減策の取組状況等  

図表丁37 勤務負担軽減策の取組状欄＜取り細んでいるもの＞（複数回答、n＝2．389）  

図表138 勤務負担軽減策の取綿状況  

整形外科  ヱイ5  7⊥J   l‡7  J虔   プ6   ク  ブ8  JJ    2J    Jj  52  

10t）．0  302   55．9  19，6   147   37  155  川，0    9．8    17．G  21二！   
産科・摩  22‘  52   107  60  

26．5  

救急科  ヰ〕  8   1（）  13   8  
18．6  

その他  628  185   25（i  1：！3   9ニー   2＄  78  105    58  
9．2  

無
回
答
 
 

外
来
診
環
時
間
の
短
縮
 
 

当
直
翌
日
の
仮
眠
を
と
れ
る
 
 

体
制
 
 
 

当
直
翌
日
の
残
♯
な
し
の
 
 

配
慮
 
 
 

連
続
当
直
を
行
わ
な
い
 
 
 

勤
務
シ
フ
ト
体
制
 
 

短
時
間
勤
按
の
導
入
 
 

非
＃
勤
医
師
の
増
員
 
 

♯
勤
医
師
の
増
ぇ
 
 

医
師
事
携
作
彙
補
助
者
の
 
 

配
正
 
 

医
師
業
務
書
は
師
事
 
 

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
へ
の
移
転
 
 

（は）マスの中のと段は「件」、F段は r％j。  

図表139 各診療科で取り組んでいる、その他の勤務負担軽減策（自由記述形式）  図表川0 取り組んでいる勤務負担軽減策の効果  
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・当直彼の配慮（翌日勤務時間短縮、翌日休暇、後日の代休取得等）  

・外来患者受入れの制限（予約制・紹介生・長期処方等）  

・休暇への配慮（長期休暇・有給休暇の取得奨励、土日祝日の交替での休暇取得等）  
医師重機書鰻肺等   
コメディカルへの移転  
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（n＝1204）  

常勤医師の増員  
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短時間勤務の導入  
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連績当直を行わない  
勤務シフト体蜘  

（∩＝ユ89）  
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配慮  
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当直翌日の仮眠をとれる  
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（∩二216）  
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（n二25イ）  

・チーム担当医制の導入  
・他院からの当直医師の応援・非常勤医師による当直  
・地域の病院・診療所との連携（診療応援・手術応援・輪番制等）  

・1T夏環境の整備等  

・オンコール体制の導入・充実  
・シフト勤務制の導入  ／等  

■効果があった  □どちらかといえば効果があった  
ロどちらともいえない  訂どちらかといえば効果がなかった  
田効果がなかった  □無回答   



7）経済面での処遇の変更（平成28年4月以降）  

図表141各診療科における基本結（賞与を含む）の変化  

0ヽ     20t、    40㌔     60％     80t●    】00～  

図表り2 各診療科における勤務手当の変化   
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8増額した  □変わらない  電減額した  □無回答  

「i有配た古妻も百石ホ盲亮示したD無回答j  

⑤医師の業務負担の変化（平成20年10月末現在）  

1）1年前と比較した勤務状況  

図表1431年荊と比較した勤務状況（医師個人）  

01  ZDIi  4仇  60ゝ  8〔汽  I∝川  

図表1掴1年前と比較した勤務状況（医師事務作業補助体制加算届出施設に  

勤務する医師、医師事務作業補助体制加算の種類別）  

OIi  2肌  4肌  6肌  80㌔  1（旧ゝ   

巴どちらかというと改善した  
ロどちらかというと悪化した  
ロその他  〔≡≡≡……い  

ミ ロ無回答  



2）入院診療に係る業務負担の変化  

図表145 入院診療に係る業務員担の変化（医師個人）  

O1  20～  4肌  6鍋  8帆  †0肌  

図表146 入院診療に係る業務負担の変化（医師事務イ乍菜摘動体制加井届出施設に  

勤務する医師、医師事務作業補助体制加算の擢類別）  

肌  ZOヽ  401  6仇  80ヽ  100㌦  

図表148 外来診軌こ係る個人の業務員担の変化（医師事務作業補助体制加算届出施設に  

勤務する医師、医師事務作業補助体制加算の種類別）  

0ヽ  Z仇  40†i  6仇  ∽ヽ  100ヽ  

3）外来診療に係る業務負担の変化  

臥表H7 外来診療に係る個人の業務員担の変化  
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「i垂竺二重ヰニ垂王寺垂二1   
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閑表150 病院内の診療外業務に係る業務員担の変化（医師事務作業補助体制加算届出施  

掛二勤務する医師、医師事務作業補助体制加算の樺類別）  

肌  2肌  4肌  60ヽ  801  10肌  

4）病院内の診療外業執こ係る業務負担の変化  

図表川9 病院内の診療外業務に係る菓子実員担の変化  
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10D対l補助体制  
加算（n qlO）  

全体  
（∩2317）  

25対1補助体制  
加算（n＝り8）   

温 50対瀾肋体制  
幽  加算（∩二883）  

75対l補助体制  
加算（∩588）  

100対】補助体制  

加算（∩＝639）  

L ■軽減した   □変わらない   可増加した   田無回答  

図表152 病院内における敦計指動二係る業務負担の変化偲師事務作業補助体制加壬届  

出施設に勤務する医師、医師事務作業補助体制加算の種類別）  

肌  20㌔  4肌  601  8肌  10肌  

5）病院内における教育・指動こ係る業務負担の変化  

国表151病院内における教育・指導lこ係る業務負担の変化  

0㌔  2肌  40㌔  6肌  8肌  10肌   

■軽減した  □変わらない  田増加した  □無回答  

一校滅した  □変わらない  臼増加した  □無回答 j   



7）夜間・早朝の軽症救急患者数の変化  

図表155 夜間・早朝の軽症救急患者数の変化  

0ヽ  2（）1  4D，1  60～  80！i  l00ヽ  

6）管理業務に係る業務負担の射ヒ（医師責任者のみ）  

図表153 管埋業矧こ係る業務負担の変化  

○～  20ヽ  ヰ0㌔  601  80ヽ  l（肌  
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［至享亘二幸軽率：二幸車重二車重車二j   

図表154 管理業務に係る業務員担の変化（医師事務作業補助体制加算届出施設に  

勤務する医師、医師事務作業補助体制加算の種類別）  
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⑥勤務負担軽減策の取組状況  
1）日常業務において負担が最も重いと感じる業務  

図表156 日常葉附こおいて負担が最も重いと感じる業務  

（診療科別、医師★住着）  

0！i 10ヽ  201  301 4仇  5肌  6仇  7仇  80≠  90†i100ゝ  

図表15丁 日常業務において負担が最も重いと感じる業務  

（診療科別、医師）  

（八  小  爪  60ヽ  lUヽ  lh）ヽ  

全体  
（∩＝4227）  

内科  
（n＝1109）  

精神科  
（∩＝95）  

小児科  
（∩＝3糾）  

外科  
（n＝¢38）  

脳神経外科  
（∩＝234）  

整形外科  
（n＝41：l）   

産科・産婦人科   
（∩＝377）  

救急料  
（n＝gり  

その他  
（∩＝878）  

、書  

離  日外来診療  日当直  
おける教1・指導□病院内の診療外集粍 日管珪素覇  

の地  口無回答  国表158 全ての日常業務に占める病院内の診療外業務の割合（医師責任者）  

○ヽ  20～     40ヽ     60％     80％     t（X格  

医師責任者  
（∩＝574）  

％未満     □10％～30％未満  □30％～沌％未満  
％－70％未満  日70％－90％未満  □90％以上  
回答  

還  

（往）日常業務で「病院内の∫診療外装虎」の負阻り；嵐i）・托いと国策した医師弼住僧．  

1い1   

で ∵「  



2）勤務医負担軽減策に関する計画の認知度  

図表】61勤務医負担軽減策に関する言十画の認知度  

0㌔  】0ヽ  2D－． 30％  40†． SO㌔  60ヽ  TO％  80㌔  90ヽ  tO【）ヽ  

図表159 全ての日常業務に占める当直の割合（医師）  

Dヽ  20～  4（八  60㌔  BOヽ   

医師  
rn＝1295）  

□10％－30％未満   D30％～50％未満  
【≡；3芸至莞％絹。7。％～9。％未満。。。％以上  ：日精回答  

（注）「巨前菜席F二tj直のti損が厳も礁いと回答Lた戸川吼  

町内呑も含め知っている  
ロあることは知っているが内容は知らない  
□知らない  
□無回答  

図表‡60 医師にとって負担が重し＼と感じる業務（医師のみ．n＝4227）  

仇
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図表162 勤務医負担軽減策に関する計画の認知度  

（計画算定領みの施設に勤務する医師責任者・医師のみ）  

0ヽ  ！0ち  20ヽ  3仇  40ヽ  5（〕㌔  60㌔  70ヽ  80％  90㌔ 11X）ヽ  ■l■ll．  
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∬内容も含め知っている  
臼あることは知っているが内容は知らない  
見知らない  
□無回答  

3）業務分担の効果  図表164 実施している業務分担の効果  

－（弔辞脈注射及び留置針によるルート確保”  

0ゝ  ZOI．  40㌔  60，■  80㌔     l吹消  

図表163 業務分担の進捗状況  

r蒜表土仕手も医品   
（∩＝238g）  （∩＝4227）   
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図表165 実施している業務分担の効果  

～②薬剤の投与量の調整～  

0ゝ 10ヽ  ZO～  30ヽ  ヰ0ゝ  50I． 60†1 70ヽ  aO㌔  90ヽ 1〔氾ヽ  

医師責任者  
（∩＝t86）  

医師   
〔∩＝381）  

ロともらかといえば効果があった  
□どちらかといえば効果がなかった  
□無回答   

r竜虎垂議癌らた  

臼どちらともいえない  
□効果がなかった  



図表 t68 実施している業務分担の効果  

～④主治医意見書の記載の補助～  

0ヽ  20～  40ヽ  60ヽ  80≠     1ひ〕～  

図表】66 実施している業務分担の効果   

～③診断書、診療録・処方せんの記載の補助～  

0！l 10㌔  20％  30ゝ  4仇  50ヽ  60†－  701  80ゝ  90Ii】（氾㌔  

医師責任者  
（∩＝753）  

医師  
（∩＝1244）  

□どちらかといえば効果があった  
8どちらかといえば効果がなかった  

□無回答  

効果があった  
どちらともいえない  
効果がなかった  

わ果があった  
◆ちらともいえな 

8どちらかといえば効果があった  
8どちらかといえば効果がなかった  

月無寧答  
い  

図表167 実施している業務分担の効果  

～③診断書、診療車凄・処方せんの記載の補助～  

（医師事務作業補助体制加算届出施設に勤務する医師責任者、加算種別）  

0！i  20～  40Ii  60ヽ  8（鵬  t00l  

図表169 実施している業務分担の効果  

～④主治医意見書の記載の補助～  

（医師事務作業補助体制加算届出施設に勤務する医師責任者、加算種別）  

全体  
（∩＝¢36〉  

25対1補助体制   
加算（n＝3り   

50対l補助体制   
加算（∩＝～28）   

75対t補助体制   
加算（∩＝187）  

l（抑対1補助体制  

加算（n＝け0）  

全体  
（∩二489）   

25対1補助体制   
加算（∩＝20）  

50対】補助体制   

加算（∩＝178）   

丁5対1補助体制   
加算（n三135）  

】（巾対t補助体制   

加算（n＝lヰ3）  

臼どちらかといえば勤築があっ  
糧効果があった          □どちらともいえない  田どちらかといえば効果がなか  口どちらかといえば効果があった  

田どちらかといえば効果がなかった  
□無回答  

ロ効果がなかった  日舞回答  

国表172 実施している業務分担の効果  

～（む滅菌器材、衛生材判、書類、検体等の院内物品の運搬・補充－  

（汽  ZO～  40）i  60ヽ  80ヽ     】（氾ゝ  

図表170 実施している業務分担の効果  

～⑤診察や検査等の予約オーダリングシステム入力や電子カルテの入力の代行～  

OIi  20ヽ  40ヽ  601  80ヽ  IWX 

■効果があった  
口どちらともいえない  
□効果がなかった  

口どちらかといえば効果があった  
臼どちらかといえば効果がなかった  
ロー回苔  

ロどちらかといえば効果があった  
ロどちらかといえば効果がなかった   らともいえない  
ロー回答  

図表1‖ 実施している業務分担の効果  

－⑤診察や検査等の予約オーダリングシステム入力や電子カルテの入力の代行～   

（医師事務作業補助体制加算届出施設に勤務する医師責任者、加算種別）  

0！1  2仇  40≠  80ヽ  80～  tOOヽ  

図表173 実施している業務分担の効果  

～⑦患者の移送－  

0ヽ  ＝）ゝ  201  30ヽ  40≠  50～  60ヽ  70％  80ゝ  901 】（刀～  

全体  
（∩＝298）  

25対l補助体制   
加算（n＝20）  

開封l補助体制   

加井（n＝137）  

75対り粛助体制   

加算（n＝75）  

！00対l補助体制   

加算（n＝62）  

庭師責任者  
（∩＝227）  

医師   
（∩＝406）  

、‾  

≡、：  ト  

1】2   

▼
 
 

1‾  



図表176 実施している業務分担の効果  

－⑯検査の手順や入院の説明、慢性疾患患者への療養牛活等の説明～  

0ヽ 10㌔  20ヽ  30ヽ  40●－  50％  60ヽ  TOゝ  80％  90ヽ l〔カA一  

図表＝4 実施している業務分担の効果  

～⑧夜間・休日の政急医療等における診療の優先順位の決定～  

0％  ‖）ヽ  20ヽ  3（代  4〔h  5帆  60㌔  70ヽ  80ヽ  9（八 1〔氾ヽ  

口どちらかといえば効果があった  
巴どちらかといえば効果がなかっr  

竺鱒堅苔  

Eどちらかといえば効果があった  

ロどちらかといえば効果がなかった 
ロ無回答  

8効果があった  

□どちらともいえない  
□効果がなかった  

E効果があった  
田どちらともいえない  
□効果がなかった   

図表1了7 実施している業務分担の効果  

～⑪診察前の事前面談による情報収集・補足説明－  

1ヽ lいヽ ．、l八 illヽ Jいヽ ・・Jヽ トいヽ  ●〃． 古いヽ 、・・へ Ilヽへ  

図表175 実施している業務分担の効果  

～⑨入院中の療養生活に関する対応－  

0％  201  峨  60）i  80†●  1D〕～  

医師責任者  
（∩こ279）  

底師   
（∩＝383）  

医師責任者  
（n＝215）  

医師   
（∩＝ユ96）  

凸どちらかといえば効果があっ  
臼どちらかといえば効果がなか  
ロ無回答  

し℡効果があった  
凸どちらともいえない  
ノ日効果がなかった  

Bどちらかといえば効果があった  
巳どちらかといえば効果がなかった  
ロ無回答  

鶴効果があった  
口どちらともいえない  

5日効果がなかった  

4）残業時聞の変化（医師のみ）  
図表178 実施している業務分担の効果  

－⑫カンプ7レンスの準備等の業務～  

0†i †0≠  ZO1 3仇  4仇  50％  6仇  7肌  80ヽ  90ヽ I00ゝ  

国表 柑0 残業時間の変化  

ロどちらかといえば効果があった1  

、た  

r  

効果があった  
どちらともいえない  
効果がなかった   

図表1了9 実施している業務分担の効果  

－⑱カンファレンスの準備等の業務～  

仇  20ヽ  ▲和ヽ  60†i  80ヽ  l（光代  

全体  
（ハ＝ヱ98）  

25対1補助体制   

加算（∩二20）  

50対】捕動体制   

加算（ポ137）  

75対t捕助体制   
加算（rF75）  

100対りi助体制   

加算（∩＝62）  

■減少した   0変わらない   田増加した   

口どちらかといえば効果があった  
dどららかといえば効果がなかった  

■効果があった  
Bどちらともいえない  

□効果がなかった  



5）当直彼の配慮（医師のみ）  

図表 柑1当直後の配慮▼早く帰宅できるか  

0％  1肌  ZO％  30ゝ  ヰ0ヽ  501  60～  丁仇  8仇  9肌 1【旧ヽ  

図表 用2 当直彼の獣洞匿：翌日は仮眠をとれる体制であるか  

αi  20ヽ  4t穐  6（粍  80ヽ  l（肌  

二二二二手垂コ  
l二重＝＝二重  

6）経済面での処遇の変化  

図表184 経済面での処遇の変化一基本給－（医師）  

0ヽ  ごl）ヽ  11】ヽ  ¢（ヽ  81八  10（n  

図表t83 当直後の配慮・連続当直にならないような口うーシ〕ン等の配慮があるか  

○≠  20≠  40ヽ  80≠  80ゝ  100ヽ  

［二号亘車二二‘垂塑亘＝垂孝二二二車重垂1   



7）今後の意向について 腰師のみ）  

図表1鋸 今後の意向について  

D㌔  20㌔  40ヽ  60t●  8肌  用肌  

B増えた   Er変わらない   ロ減った   □無回答  

r前汚丸顔あ薩場で彿言古F 占万言五由子の病蔭に異動したい qできれば別の診酎射二男勤したい臼できれば別の駄場l＝異動したい  

□できれば診療を辞めたい  
ロ無回答   L≡‡三宝欄軋たい  




